
2009年度　立命館大学法学部　法教育プログラム

全体ガイダンス

2009.04.26.　佐藤敬二（2009年度法教育プログラム主任）

本日の目的

　1)講義案内
  2)受講方法：ノートのとり方、レポートの書き方　　←過年度の受講生からの要望
１．法教育プログラムの目的：立命館大学法学部プログラムの特徴         [image: image1.png]


［資料１］

　1)法教育：体系的理解と、法的思考（legal mind）の養成

　　　全国で法教育が拡大、しかし、知識の伝達が中心、応用がきかないし、能力向上にならない

  2)論理的思考の訓練　→　高校教育にも有益

　　　高校での文書講座が拡大、しかし、技術的なノウハウにすぎず、論理の訓練になっていない
２．今年度の法教育プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image2.png]


［ハンドブック］
　1)内容
　2)勉強の仕方（過年度の受講生からの質問に答えて）
　　1.講義をしっかり聴くことが第一

　　　　大学での学問は講師の研究成果であり、世間で流布している誤った内容とは異なるので

　　　　　専門書以外に、通俗的な文献で直接の参考となるものはない

　　　　しっかり聴くためには、質問を考えながら聴くとよい　←質問用紙を配布している意味

　　2.予習：講義レジュメに目を通しておくのがよい

ハンドブック掲示の参考文献を読んでみるのもよいが、おそらく高校の図書館にはない
　　3.復習：必ず、返却された育成レポートで自らの不十分を確認すること
３．法の体系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　[image: image3.png]


［power point］
　1)公法と私法
　2)区別の理由：指導原理の違い
3)区別の相対性と融合
［補足］日本の裁判制度

４．論理的に考える力

　1)ノートのとり方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image4.png]


［資料２］
　　＊コメント：重要でない部分しかノートを取らない傾向がある

　　　　法学講義の中心は、法律や裁判例。その前提として社会的現実や事実関係も語る。

高校生は、社会的現実の部分しかノートをとらない。

おそらく、自分が簡単にわかる部分のみノートをとり、難しい部分をとらない。逆。

  2)レポートの書き方
　　1.育成レポートと確認レポート
　　2.設問：内容確認のための設問と、考えるための設問

　　3.論理的文書の書き方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image5.png]


［資料３］
　　　　感想文はだめ、事実の積み重ねによって記述すること

［資料１］

１．趣旨・目的

　高校生の進路選択に寄与するための模擬授業、という趣旨を越えて、大学教員が高校生の教育に協力する目的としては、主として次の三点が挙げられる。

1)法教育の推進

　法化の進む現代社会において、全国民がリーガルリテラシーを身につけることが必要となっており、法務省も「法教育」の推進を提唱しているところである。それを受けて学校教育においても「法教育」の重要性が主張されている。高校生についても、たとえばキャッチセールスなどの被害、少年犯罪に対する誤った理解、アルバイトでのトラブル、虐待被害など、法教育をうけ最低限のリーガルリテラシーを身につけていれば、様々な対処ができたであろうと思われる事例は多い。

　しかし一方で、現実に進められている「法教育」の中身は、具体的トラブルに対する対処方法といったノウハウに終始している場合が多い。同じ性質のトラブルであっても現実には多様な発現形態をとるのであるから、対処療法的なノウハでは実は役に立たない。やはり、リーガルマインドの養成こそを内容としないでは、「法教育」としての実を挙げることはできない。そのためには、法律実務を行っている者と協力することはあるとしても、実務家であるよりも大学教員が「法教育」を担うことでなければならないと考えられる。

2)一定程度体系的な法律の理解
　たとえば、交通事故を起こした場合に、刑事罰、民事上の損害賠償、免許停止などの行政罰、が課せられるように、法は体系的に連関しており、特定の領域のみの知識では不正確な認識となる。しかしこれまでに実施されてきた一回限りの模擬授業では、法を体系的に把握することにまで進むことはできず、この側面からも従来の高大連携講義の限界があった。そこで、あくまで「一定程度」ではあるが、体系的に法を理解していくことを、高大連携プログラムの第二の目的とすることができる。

3)論理的に考える力の養成
　上のような二つの目的を果たすためのプログラムを通じて、単に、法的な知識を得ることではなく、自らが論理的に考えていく力をつけることも目的である。これは、高校生がいかなる進路に進むことになったとしても重要な力である。もちろん、高校教育においてこの能力養成がなされているのであるが、大学としても協働できるのではないかと考えている。

［資料２］「ノートのとり方」講義

　1.ノートをとる目的＝後で利用する

　　→後（試験の前やレポート執筆前）で利用しやすいようにノートをとる

　　→話しの内容、論理がわかるように書き留めておく

　　　　単語の意味は調べればわかるが、論理展開は講義ノートがないとわからない

←そのためには、内容を理解しなければならない（→理解したことを書く）

　　　　　「話しをとにかく多く書き写す」「板書を写す」はいずれも意味不明になる

　　　　　→「話しをとにかく多く書き写す」場合：あとで要点を抽出する作業が必須

　　　　　　「板書を写す」場合：内容を覚えているうちに、前後の脈絡を書き加える必要

　　　　　←最初は不慣れなので、講義後の作業とセットでノートをとることもありえる

　　　　　　　ただし、必ず作業を行うこと。

　　　　　　　慣れてくれば、講義中に理解して、理解したことを書きとめる、方が効率的

　2.理解できるためのアドバイス

　　1)まず講義の全体像を把握すること

　→　レジュメが配られると、まず全体をみわたす

2)構造を理解する

　→　話しのつなぎの言葉を聞き逃さない

　　　e.g.まず、次に　　　　　　　　　←　構造

　　　　　原因は、理由は　　　　　　　←　理由付けの説明

　　　　  したがって、その結果　　　　←　因果関係、ノートでは”→”などの記号で

　　　　　　　他方、反対に、それに対して　←　対立関係、ノートには”⇔”などの記号で

　　　　　　　要するに、まとめると　　　　←　重要な部分

　　3)話しをよく聞く　e.g.教室の前に座る、落ち着きのない友人のそばには座らない、私語をしない

　　4)質問する

→　理解しようとしていないと、質問もできない

　3.多様な講義形態とノートのとり方のコツ

　　1)高校までの授業＝教科書に沿って、板書が計画的に書かれる

　　　　　　　　　　　ノートをとるタイミングがわかる（教員から指示がある）

　　　→　大学の講義＝教科書の有無、板書の精粗、レジュメや資料の有無、で多様

　　　　　　　　　　　ノート（メモ）をとるタイミングがわからない

　　2)教科書（ないし詳細なレジュメ）に沿った講義の場合

　　　　講義の特徴　：教科書を持ってる前提、大筋は教科書に載っている前提、板書は要点

　　　　ノートのコツ：板書を写すだけではだめ

　　　　　　　　　　　教科書の該当部分がどこであるかを同時にメモしておくことが必要

　　3)板書中心の講義の場合

　　　　講義の特徴　：大筋のみ、論理展開は板書できない

　　　　ノートのコツ：論理展開をノートにとっておくことが必要

　　4)レジュメ中心の講義の場合

　　　　講義の特徴　：板書部分がレジュメに書いてある→話しの展開が早くなる

　　　　ノートのコツ：論理展開をノートにとっておくことが必要

　　　　　　　　　　　ただし、話しの展開が速いので、一箇所にこだわると取り残される

4.「ノートは不要」の意見について

　　1)記憶は必ずあいまいになる

　　　　講義中には理解できていても、その直後から記憶は薄らいでいく

　　　　→時間との勝負（←できればその場でノートを取るのがよい）

　　2)教科書（詳細なレジュメ）にあっても、理解したことをノートにとるべき

　　　　教科書（詳細なレジュメ）を読み返すのでは、要点が理解できない

　　　　←ノートがあれば、要点がおさえられる

教科書（詳細なレジュメ）を読んだだけでは、内容が理解できない

　　　　←教科書は正確を期するために詳細な記述となっている。細部に惑わされる

5.具体的ヒント

　　1)ノートは贅沢に使う

　　　　行を詰めない、余白を多くとる　←　後で書き込めるように

　　　　講義では表面（左頁）のみ使う　←　裏面（右頁）には見出しを書いたり、補充記述

　　2)考えたこと、疑問点も気づいた時に書き込む

［資料３］Ⅱ．「文章の書き方」講義

1.レポートとは何か・試験とは何か
　  3)レポート・試験答案は感想文（随筆、エッセイ、文学 etc...）ではない
　　  違い：レポートは「アイのない文書」

　　　　　　　→「”Ｉ”のない文書」、であり、それは「”愛”のない文書」になるけれども

　　　　　　　　自分の主観的な意見・感想はダメ、

論理的に必然の結果を提示すること

　    参考：理系の研究だと、仮説→実験で検証→検証できたもののみとり扱う

ところが、文系学生のレポートはこの「仮説」レベルのものばかり

　  4)レポートの構成要素
　　　1.論点（ないし、主題、課題）　　　　　＊何について論じるのか、論じる理由は何か

      2.当該テーマについての事実関係の整理　＊社会的実態、調査資料、法学ならば法律判例

      3.諸見解（ないし、先行研究）　　　　　＊複数の異なった見解を提示すること

      4.自説（ないし、判断）

　　→＊この順序で執筆する必要はないが、この要素は必要、この順序で書くと書き易い

　　　＊執筆順ではなく、検討手順としては、3.を調べる中で論点を見つけ出し、3.の前提となる事実関係を整理し、3.に付け加える自説を考える、と3.を軸とした手段の説明も

　　　　　

　5.（論述式）試験答案の書き方

1)基本

基本はレポートの書き方と同様

  2)答案の構成要素
　　  1.論点（ないし、主題、課題）　　　 　＊何について論じるのか、論じる理由は何か

      2.当該テーマについての事実関係の整理 ＊社会的実態、調査資料、法学ならば法律判例

      3.諸見解（ないし、先行研究）

      4.自説（ないし、判断）

　　→この順序で執筆する必要はないが、これらの要素は必要。この順序で書くと書き易い
［補足］レポートと感想文の違い

→「意見と事実」

　　藤田哲也編著『大学基礎講座　改増版』（北大路書房、2006年）より

☆練習問題

以下の中で、事実を述べているのは何番で、意見を述べているのは何番でしょう。

①東京が、日本の首都である。

②大阪は、食文化の中心である。

③京都こそ、食文化の中心だと思う。

④「名古屋が食文化の中心である」と○Ｘ□ガイドブックに書かれていた。

☆解説

　「意見」ではだめ。客観的事実の積み重ねで記述すること。
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